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≪法政戦・戦績≫

1Q 2Q 3Q 4Q 計

法政大学 ７ ０ ７ ０ １４

明治大学 0 6 0 ０ ６

1Q法政に先制されるも、2Q＃
21・高橋ロングランから＃39廣
長のダイブにて1TD。しかし、こ
の後の2PTコンバージョンは失敗。
準備してきたと思われるプレイ
だったが、ボールは＃９守屋の手
中には収まらなかった。
ディフェンスの踏ん張りは見事
だったものの、オフェンスの完成
度には課題が残る結果になった

１１月１２日(日) 14:00

横浜スタジアム
Kick Off

早稲田戦・みどころ
前節中央戦では、３６ー０圧倒的なチカラを見せつけた早稲田。前々節、立教大
学戦では不運にも審判の判断に泣き、負けを喫し、尻に火が付いたのか…。
早稲田にとって甲子園ボウルに進むには、明治に勝つことが大前提となるため、
総力を上げて勢いとともに挑んでくるのは言わずもがな。

オフェンスは前節、Q＃１５新楽が復帰したものの、試合勘が戻っていなかった
のは否めない結果となった。今節は＃２１高橋、＃３９廣長のランプレイを基軸
に、レシーバー陣へのパスが通れば、勝機が訪れると思われる。

TOP８トップクラスのディフェンス陣は、前節＃９９今熊が徹底的にマークされ
ていたものの、法政の得点を２TDと抑えた。早稲田オフェンスは、エースQB國
元が復帰し、ロングパスを決めていた。八木とのローテーションをどう組んで挑
んでくるか……。しかし明治ディフェンス陣は恐れることなく、圧をかけること
で仕留めることは可能だろう。ただRB花宮をはじめとするバックス陣にするす
ると進まれることだけは避けたい。

昨年は、インターセプトから攻撃権を奪い、残り３秒までドライブしたものの２
７対１４で敗北。（立教戦も……）監督、コーチ陣のプレイコール、タイムコン
トロールが勝負を分けることになるだろう。

FINISH IT！
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